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良
質
な
ス
ト
ッ
ク
形
成
へ
活
発
な
議
論
を

建
築
の
二
十
一
世
紀
が
始
ま
る
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六
〇
年
前
の
丙ひ

の
え
う
ま午

の
年
と
な
る
一
九

六
六
年
。建
設
省（
現
国
土
交
通
省
）住

宅
局
は
戦
後
の
深
刻
な
住
宅
不
足
の
解

消
を
目
指
し
、「
住
宅
建
設
計
画
法
」と

い
う
法
律
を
つ
く
り「
住
宅
建
設
五
箇
年

計
画
」が
ス
タ
ー
ト
し
た
。住
宅
供
給
の

量
的
拡
大
を
担
い
、二
〇
〇
六
年
に「
住

生
活
基
本
法
」「
住
生
活
基
本
計
画
」へ

と
発
展
的
に
引
き
継
が
れ
た
。

　

国
交
省
が
住
宅
だ
け
で
な
く
、建
築

の
分
野
で
中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
に
向
け
議
論
を
本
格
化
さ
せ
て
い
る
。

官
民
の
関
係
者
が
投
資
計
画
や
人
材
確

保
・
育
成
、技
術
開
発
で
一
定
の
道
筋
を

付
け
ら
れ
る
よ
う
、二
〇
五
〇
年
を
見
据

え
今
後
一
〇
年
程
度
の
施
策
で
方
向
を

情
報
や
ト
レ
ン
ド
も
交
え
た「
建
築
カ
ル

チ
ャ
ー
情
報
番
組
」を
届
け
て
い
る
。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
建
築
界
だ
け
で
な
く
、

デ
ザ
イ
ン
、ア
ー
ト
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に

関
心
を
持
つ
高
感
度
な
カ
ル
チ
ャ
ー
層
。

建
築
誌
の
多
岐
に
わ
た
る
最
新
情
報
を

聴
き
や
す
い
構
成
に
凝
縮
し
、個
々
の
建

築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ま
つ
わ
る「
ス
ト
ー

リ
ー
」に
焦
点
を
当
て
、聴
覚
か
ら
想
像

力
を
刺
激
す
る
。番
組
の
進
行
役
は
、男

女
二
人
の
Ａ
Ｉ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が

担
当
。専
門
用
語
に
偏
ら
ず
、リ
ス
ナ
ー

と
同
じ
目
線
で
建
築
を「
発
見
」し
て
い

く
、親
し
み
や
す
い
語
り
口
が
特
徴
だ
。

　

主
な
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、建
築
に
込
め
ら

れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
や
思
想
に
フ
ォ
ー
カ
ス

す
る「
今
月
の
注
目
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、

直
近
の
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
建
築
界
の

動
き
を
ニ
ュ
ー
ス
感
覚
で
紹
介
す
る「
月

評
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」、建
築
・
デ
ザ
イ
ン

関
連
の
展
覧
会
や
書
籍
を
厳
選
し
案
内

す
る「
Ｅ
Ｘ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

＆　

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
」な
ど
。こ
の
ほ
か
、誌
面

裏
話
な
ど
を
軽
や
か
な
テ
ン
ポ
で
伝
え

る
。

提
示
す
る
。各
施
策
に
共
通
す
る
視
点
と

し
て
、今
後
拡
大
す
る
ス
ト
ッ
ク
の
活
用

に
軸
足
を
置
き
、建
築
単
体
だ
け
で
な
く

立
地
や
周
囲
と
の
関
係
性
に
も
配
慮
。国

一
律
で
は
な
く
地
域
ご
と
の
課
題
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
す
る

考
え
も
示
す
と
い
う
。ま
ず
は
ビ
ジ
ョ
ン

の
総
論
部
分
を
固
め
、四
月
以
降
に「
ス

ト
ッ
ク
」や「
担
い
手
」と
い
っ
た
各
論
の

施
策
内
容
を
詰
め
る
方
針
。二
〇
二
七
年

春
に
ビ
ジ
ョ
ン
が
ま
と
ま
る
予
定
だ
。

　

昨
年
五
月
、日
本
建
築
士
会
連
合
会

（
士
会
連
合
会
）、日
本
建
築
士
事
務
所

協
会
連
合
会（
日
事
連
）、日
本
建
築
家

協
会（
Ｊ
Ｉ
Ａ
）、日
本
建
設
業
連
合
会

（
日
建
連
）、日
本
建
築
学
会
の
五
団
体

　

日
本
最
大
級
の
建
築
音
声
メ
デ
ィ
ア

と
さ
れ
る
の
が
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
の「
建
築

系
ラ
ジ
オ
」だ
。始
ま
っ
た
の
は
二
〇
〇

八
年
八
月
。幾
つ
か
の
建
築
雑
誌
の
休
刊

が
相
次
ぐ
時
期
で
、建
築
に
関
す
る
様
々

な
話
題
を
音
声
と
い
う
形
で
発
信
す
る

新
し
い
建
築
メ
デ
ィ
ア
の
試
み
と
な
っ

た
。建
築
家
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
学
生

が
出
演
す
る
コ
ー
ナ
ー
、書
評
な
ど
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
。地
方
都
市
な
ど

で
数
多
く
の
公
開
収
録
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ

て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、若
手
建
築
家
の
視
点
や
建

築
界
の
未
来
を
語
る「
建
築
の
未
来
図
」

が
ス
ポ
テ
ィ
フ
ァ
イ
な
ど
で
配
信
さ
れ
て

い
る
。今
年
一
月
に
は
全
国
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
で「
建
築
の
ト
ビ
ラ
」の
放
送

が
始
ま
っ
た
。こ
う
し
た
音
声
メ
デ
ィ
ア

が
、建
築
の
魅
力
を
広
く
一
般
に
伝
え
る

推
進
力
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

変
化
の
最
初
の
時
代
に
い
る

　

二
十
一
世
紀
の
最
初
の
四
半
世
紀
が

終
わ
り
、新
た
な
時
代
が
幕
開
け
を
迎

が「
国
際
的
で
魅
力
あ
る
次
世
代
の
建

築
職
能
人
材
の
育
成
に
向
け
た
提
言
」

を
公
表
し
た
。次
世
代
の
人
材
に
と
っ
て

建
築
に
か
か
わ
る
職
能
が
魅
力
的
で
あ

り
続
け
る
た
め
、各
団
体
が
連
携
し
戦
略

的
に
取
り
組
む
べ
き
喫
緊
の
課
題
に
対

す
る
提
言
を
ま
と
め
て
い
る
。更
に
士
会

連
合
会
、Ｊ
Ｉ
Ａ
、日
事
連
の
三
団
体
が

同
年
十
月
、建
築
関
連
の
法
制
度
改
善

に
関
す
る
提
案
書
を
国
交
省
に
提
出
し

て
い
る
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
に
は
建
築
基
準
法
や
建
築

士
法
の
見
直
し
に
連
動
す
る
内
容
も
少

な
く
な
い
。学
協
会
の
提
言
・
要
望
に
は

建
築
士
法
や
建
築
基
準
法
の
改
正
が
必

要
と
な
る
項
目
も
多
く
、国
交
省
の
動

え
た
。こ
の
二
五
年
で
技
術
革
新
や
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
急
速
に
進
展
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
日
々
の
生
活
や
ビ
ジ

ネ
ス
シ
ー
ン
で
手
放
せ
な
い
ツ
ー
ル
と
な

り
、Ａ
Ｉ
も
日
常
に
深
く
浸
透
す
る
な

ど
、私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
劇
的
に

変
わ
っ
た
。

　

建
築
は
そ
の
時
代
の
社
会
、文
化
、技

術
、政
治
的
価
値
観
を
映
し
出
す
鏡
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。単
な
る
機
能
的
な
構

築
物
で
は
な
く
、人
々
の
生
活
様
式
や
思

考
様
式
に
影
響
を
与
え
、ま
た
そ
れ
ら
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
存
在
だ
。大
阪
・
関

西
万
博
で
会
場
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
を
務
め
た
建
築
家
の
藤
本
壮
介
氏

は
、「
標
準
化
さ
れ
た
も
の
を
繰
り
返
す

と
い
う
近
代
か
ら
、多
様
な
も
の
が
多
様

な
ま
ま
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
を
結
ぶ
と
い

う
時
代
へ
と
大
き
く
変
化
し
始
め
て
い

る
」（『
新
建
築
』二
〇
二
五
年
十
二
月
）

と
時
代
を
読
む
。「
変
化
の
最
初
の
時
代

に
わ
れ
わ
れ
は
い
る
」と
も
い
う
。

　

モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
巨
匠
ル
・
コ
ル

ビ
ュ
ジ
エ（
一
八
八
七
～
一
九
六
五
年
）

は
、近
代
建
築
の
五
原
則（「
ピ
ロ
テ
ィ
」

向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

建
築
の
魅
力
を
伝
え
る
推
進
力
に

　

建
築
の
楽
し
み
方
は
多
彩
だ
。二
〇
二

五
年
に
創
刊
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
建

築
専
門
誌『
新
建
築
』を
耳
で
楽
し
む
と

い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
が
好
評
の
よ
う
だ
。新

建
築
デ
ー
タ（
東
京
都
千
代
田
区
）が
新

建
築
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
Ａ

Ｉ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
よ
る
音
声
番
組

「
新
建
築　

公
式
Ｐ
ｏ
ｄ
ｃ
ａ
ｓ
ｔ
」を
、

配
信
サ
ー
ビ
ス
大
手
の
ス
ポ
テ
ィ
フ
ァ
イ

で
昨
年
十
二
月
に
配
信
を
始
め
た
。月

刊
誌
の
内
容
を
約
一
五
分
間
に
要
約
し

社
会
的
な
視
点
の
ほ
か
、建
築
の
最
新

「
自
由
な
平
面
」「
自
由
な
立
面
」「
水
平

連
続
窓
」「
屋
上
庭
園
」）を
一
九
二
六

年
に
提
唱
し
た
。一
九
二
〇
年
代
に
近
代

建
築
の
方
向
が
定
ま
り
、建
築
の
二
十
世

紀
が
始
ま
っ
た
。同
様
に
建
築
の
二
十
一

世
紀
も
二
〇
二
〇
年
代
に
姿
を
現
す
の

だ
ろ
う
。

　

社
会
課
題
が
複
雑
化
、高
度
化
す
る

な
か
、境
界
を
越
え
、多
彩
で
柔
軟
な
協

働
や
連
携
か
ら
共
創
を
生
み
出
す
。そ
ん

な
建
築
の
造
り
方
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
。

建
築
の
二
十
一
世
紀
に
注
目
し
た
い
。

27 262026.03


